
　日本共産党は、議会最終日に2024年度の予算案に対して、保護者負担分の予算４５００万円

を市の負担へと組み替える動義を提出し、暮らし優先の予算にしていくために取り組みます。さら

に、給食費無償化を求めて運動を広げていきます。
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給食費は無償化へ！保護者負担はやめるべき

　12年前に給食費無償化を始めた神崎町をはじめ現在10の町と、市川市、

勝浦市、いすみ市の3市が全ての子どもたちの給食費を無償化しています。

　さらに船橋市、浦安市など1月から3ヶ月間の無償化を行っていますが、こ

うした時限的な無償化を行っている自治体は7市になります。

千葉県内の無償化は

　4月から突然の値上げに当事者の保護者は「何も聞いていない。お便りもない」「中学、小学校

の2人で6千円の値上げなんてひどい」「4月から子どもが入学するが、給食費の値上げなんて

聞いていない。学童保育料の値上げは聞いたけど、 働いているからってお金があると思っている

のか」など、悲痛な声があります。「他の市では給食費無料ですよね。八千代市はなんで値上げ

なんですか」「無料にならないのですか」と給食費の無償化を求める声が高まっています。

保護者からは無償化を求める声

他市は値上げ分を自治体が負担

突然の給食費値上げ

　市議会では日本共産党をはじめ様々な角度から給食費の値上げについて質問があった中で教

育委員会は「15年間値上げをしてこなかった」「財政面と他の政策とのバランス」を理由に値上

げを強行しようとしています。

しかし、4月から給食費の値上げを考えている他の自治体（柏市、鎌ヶ谷市、白井市、松戸市、

我孫子市など）は、値上げ分は自治体負担としています。国からの物価高騰対策費を割り振るな

ど、値上げの一部とはいえ保護者負担を押し付けているのは八千代市だけです。

1月末、教育委員会より学校給食費の値上げを検討していると説明があった

が、当事者である保護者への説明は2月末現在いまだにされていません。

　値上げ額は、小学校1食45円、中学校1食53円の値上げと、年間にすると１万円

弱の負担増となることから、３分の2を市が負担し、３分の1を保護者負担とする方

針が示され、小学校の保護者負担増は年間2，800円、中学校では年間3，200円

となることが明らかとなりました。

中学校1食53円の値上げと、年間にすると１万円

３分の1を保護者負担とする方

200円


